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まちづくり型観光振興

中 岡 紀 子(内 子町総務課 内子町総合観光センター)

瞬

1.
「羅 脇 一 髭

内子 の 目指すべ き観光 地のあ り方 は,「 まちづ くり型観光地」であ る。 この一文は,内 子の

「光」 を 「観」 なおそ う一内子 町観光振興 計画書―(発 行 内子 町 編 集地域 総合 計画研 究所

昭和59(1984)年9月 発行)の 第1部 行動計画,「1内 子の選択」の 冒頭 に掲載 されてい る。

それ によれ ば 「まちづ くり型観光」 とは,土 地の個性 を体現 している小 さな資源や可能性 をキ

ラ リと光 らせ るような観光地 を目指す こ とが適切であ り,歴 史的,文 化 的香 りのす る環境,特

色 のあ る物産や伝統的技術,新 しい地域づ くりの活動 の試み,人 々を惹 きつ ける魅力 をもつ こ

ととい う解 釈である。

昭和57(1982)年 に八 日市護国の伝統的建造物群保存地 区(以 下 「町並保存地区」 とい う。)

が,国 の重要伝統的建造物群保存地区の選定を受け,本 格的な建物保存 のための修理,修 景が

開始 されて間 もな くこの計画書がで きたのである。内子町に とって未 だ観光 とい う概念がなか

った とき,一 般市民 にと り,松 山市の道後温泉や松 山城への遊 山が観光 であると広 く捉え られ

ていた時代 に,内 子町の観光振興の方向性 を決定づけたバイブル的存在 である。

町並保存事業 は,建 物 とその他の工作物な どを統括 的に含む,す なわち歴史的な環境を面的

に保全 して文化 を伝 えてい く場 としての使命 を与 えられたが,観 光 資源 として も光を当てて交

流 人ロを生みだ して経済 を起 こ し,地 域振興のモデルにしよう としたのである。

町並保存地区の環境を伝統的な景観を保ちながら住環境として心地 よく整え,そ の景観美 と

日常的に暮 らす人々の件まいの心地よさに共感を覚える人のみ訪れてもらいたい。その旨の意

志を表明 して,観 光交流人口の増加を目指した。

また,町 並保存地 区は,単 なる建物 の保存のみを施 してい る地 区では無い。 この土地の歴史

と文化 を再 認識 して,物 語 を伝承 させてい くことも併せて早 くか ら取 り組 まれ た。国の重要伝

統的建造物群保存地 区 として選定 を受ける前か ら 「木蝋 とは,な んぞや」 とい う問いに答 える

施設を開館 させた。

その施設が,木 蝋資料館上芳我邸である。昭和55(1980)年 に仮 オープ ンして昭和56(1981)

年4月1日 正式 に開館 した。木蝋生産 と海外輸出で財 を成 した上芳我邸 の豪商邸内を公開す る

とともに,原 材料 のハゼ ノキの実の収穫か ら常温で固形の油脂に加工す る方法,ま た木蝋生産

の歴史な どを紹介 した。 さらに,施 設の学芸的な活動 の奥行 きを広 げるため,木 蝋生産 に関す
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る民具資料1,444点 が平成3年,国 の重要有形民俗文化財として指定された。さらに,そ れら

を紹介するための拠点施設 として木蝋資料館上芳我邸内に木造建築物を多 く手がけていた吉田

桂二氏による設計により,平 成6年 度木蝋資料展示棟及び木蝋資料の収蔵庫が整備された。

歴史的,文 化的香 りのす る環境 を1つ1つ 吟味 しなが ら作 り出 していった1つ である。歴史

的,文 化的な香 りを体験する拠点整備は,保 存 して町民が活用す るとい う内子スタイルとして,

今後花 ひらくのである。

木蝋資料館上芳我邸入館者推移 歴史的,文 化的香りのする最初の拠点の人気バロメータ

2.内 子 ス タイル

歴史的,文 化的香 りのす る環境 は,町 並保存地 区以外 にもその波 を広げた。大正5(1916)

年,木 造の芝居小屋 「内子座」の復原工事 とその後の活用 に,内 子 らしさ,内 子ス タイルをみ

ることができる。

町並保存地区の選定を受けた昭和57(1982)年,内 子座は老朽化のために取 り壊 され駐車場

となる ところを八 日市護国町並保存地区の選定を契機 に,「 保存 して活用す る」 とい う方針の
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もとに取 り壊 しにス トップがか かった。 同年6月2日 実測調査が行 われ,建 物の価値が確認 さ

れた。翌昭和58(1983)年,愛 媛県文化の里 「木蝋 と白壁 の町並」 として八 日市護国を含 む本

町筋 を地 区指定 された。 これに より,内 子座 の修理復原工事費の1/2が 愛媛県予算 として支 出

されるこ とへの根拠がで きたのである。

国の町並保存地区選定後,愛 媛県 の理解 によ り文化 の里 を整備す る予算 まで交渉の結果取得

するこ とがで き,7,020万 円の1/2は,愛 媛県か ら支出す ることになる。

昭和58年10月14日 木工事入札 から昭和60年10月5日 の こけ ら落 としまで,3年 間をかけて

復原工事 が行 われ創建 当時の姿が蘇 った。内子座 は,敷 地1009.91平 方㍍,建 築面積642.15平

方㍍,1階 は594,42平 方 ㍍,2階 は254。54平 方㍍,客 席数は650席 。 時代 の変遷 とともに幾重

に も塗 り重 ね られた改修工事の 中,そ れ を丁寧 には ぎ取 り創建 当時の姿 を探 し当て,部 材 を取

り替 えた り,補 修 した りして往 時の姿を取 り戻 した。

喜 んだの は,往 時の姿 を知 る町民,ま た幼い時のかすかに残 る内子座 の思 い出のある町民 で

ある。 こけ ら落 としの前 に,町 長の諮問機 関的な位置づけで,「 内子座 のあ り方,使 い方を考

える住民委員会」が町民14名 で結成 され,内 子座の未来 についてその姿 を探 った。

その結果,① 内子座 を町民のホール として,② 文化的希求 を満 たす場 として使 う。例 えば質

の高 い興行 を打つ。 トップアーティス トを招 く。大学の演劇発 表の場,ま たは合宿,講 演会,

コンサー トを開 き,内 子座か ら豊か な文化的機 運を醸 し出す。観光 の資源 として,内 子座 を観

光の 目玉 とす るのであれ ば,駐 車場 を整備す るとともに町並保存地 区 と内子座 をつな ぐ観光順

路,駐 車場 を整備 し,町 内 を歩かせ る順路 を紹介 して市街 地周遊 を 目指す,な どが提言 され

た。

この提言 を受け入 れ,運 営方針 として は当時画期的な取 り決め となった。

○ 「町民 が 自分 たちの文化財 であ るという自覚 を持つ とともに,町 民 自 らの文化活動 を展 開

す る場 として,積 極 的な活動 を図る」

○ 「町内のみな らず一流 レベルのイベ ントを催 し,町 の文化 レベ ルの底上げを図るよう活動

に務 める」

積極 的な興行機能 と興行 の無 い時は,内 子座場 内を見学で きるようにした。ふたつの使 い方

である。 これ によって,日 常 的に人のい る劇場空間となった。

さらに,内 子座 が復活する ことに よって,町 民 に大 きな動 きが生 まれた。

演劇の好 きな町民 による素人劇団 「オーガンス」が結成 されて,地 元の演劇熱 を高めている。

また,一 流 の芸能 に触 れてみたいとい う町民によ り自主興行団体 となる 「蔵漆会」や 「内子座

社 中ふ れだい こ」,「内子おたま じゃくしの会」などが結成 された。

この興行活動の結果,宇 野重吉一座,上 原 まりの越前琵琶公演,渡 辺美佐子 の一人芝居 「化

粧」,松 山政路 の ミュージカル 「山彦 ものがた り」,八 名信夫の芝居 「エーおせ んにキャラメル」

などの実績が次々にうまれた。

このほか に も,中 村 冨十郎,坂 東 玉三郎 などの歌舞伎公演,ま た人間国宝 の技芸人を迎 えた
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一
文楽公演,桂 米朝の落語など伝統芸能の上演も盛んとなり,…流の芸能にふれることができた。

内子座の舞台で繰 り広げられる上演は,駐 車場にされるよりも遙かに濃密な人間交流交差点と

なり,幾 多の感動をもたらした。

歴 史的,文 化的な香 りの まちづ くりの原点 となる器 「内子座」を使いこなすのは,内 子町民

の心意気であ り,町 民による町民のための文化活動 こそが内子スタイルである。

内子座 は,平 成10(1998)年 ごろか ら自主興行主 となる町民 グループの活動が次第に低調と

な り,興 行が減っている。質の高い興行が繰 り返 し行われることにより,内 子座 は劇場 として

の本来の役 目に息を吹 き返す。今後の若手への取 り組み継承が鍵 となる。
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復原 された内子座。ここで幾多の上演がな されて感動が生まれたのだ。

3.健 康 になるための グラン ドデザイン

平成17年1月1日 内子町,五 十崎町,小 田町 との合併後,内 子町観光協会,五 十崎観光協会,

小田観光協会も平成18年2月28日 に合併 し内子 町観光協会(以 下,「 協会」。)と なった。合併

後,協 会の事業展開の指針 としてバ イブルを持 とうと 「内子町観光交流計画書」 を策定 した。

同計画書 を策定す る前 に協 会主催で地域おこし研修会を開催 した。約1年 をかけて内子,五 十

崎,小 田の現在の観光資源の研修をするとともに,今 後の方向性 を話 し合った。

同計画書の総括は 「地域文化の薫 るまちづ くり」である。具体的なイメージは,ま ちづ くり

型観光地を継承 し,さ らに内子町の歴史的,文 化的価値 を認め,内 子町でそれ を学習 し,地 域

の人々との交流 を願 う観光客が滞在し交流す る観光地を目指す という姿勢である。生活文化や
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歴 史,風 土 を味わい,豊 か な精神世界 に触 れひいては 日本の 「心」 の所在 が体感で きるような

まちづ くりである。

健康 になるためのグラ ン ドデザ インは,「 歩 く」 という人 問の最 も基本 的な移動手設 を主な

テーマ にしてい る。その機会 をより多 く設けて,観 光 資源 を体感するこ と,そ して次へ移動す

る事その もの も喜びになる体験 を創 出する ことである。地域やテーマを違 えれ ばよ り多 くの コ

ースメニューがで きよう。 それを 「街ある き」 「里 ある き」 「川 ある き」 「山ある き」の4つ の

テーマに絞 り,提 案 している。

「街ある き」 は,美 しい景観 を残す こと,そ の景観に身を置 き美 しい環境 を楽 しむ。 また,楽

しい喫茶店や小 さなレス トランを設 けて,歩 いた時の休憩拠点 として,ま たは情報 を入手する

際の拠点施設 とな って もらう。 さらに,町 並保存地区でみ ることので きる小 さな路地 や水路 の

惇 まい も視点が向 くよう,景 観の細部 を発掘する視座がで きるよう,さ りげない紹介に務 める。

また,景 観 を阻害す るこ とはで きないが,伝 統的でなおかつ文化 的香 りのす る建物 には,適

切 な建物紹介 などを付帯 して,知 的興奮,関 心 をひきおこす よう 「街 ある き」 に伴 う小 さな発

見 に感動を もたせ るよう工夫する。

「里 ある き」 は,や は り農山村 を巡 り歩 くこと。市街地 の町家 は,商 家 であるため路に沿 っ

て連続 して建 ち並ぶ。これに対 して農家は中山間地にあ り,1個 の農家 が生産のための道具収

納 や食 品加工,風 呂 など機 能別棟 による家屋群 を建 てて個性的 な空 間を形成 してい る。 また,

鎭絵 な どの造 形 も町家 と異な り,違 った居住環境 を作 り出 して いる。 それ らを巡 るの もまた,

楽 しい コース創 出 となる。

最後 には,変 則的に位置す る農家 のあ る集約 の拠 点を設 ける。つ ま り,不 特定多数 の方が訪

れて も,迎 え入れ ることので きる農家が集落にい くつ で きるかが,観 光交流地 区としての鍵 と

なって くる。

基本的 な生業が農業であるけれ ども,そ れの副業 として 「農」 ある暮 らしその ものを楽 しむ

客観 的姿勢。 「農」 を継承 している人たち との交流に より,「 農」 の歴 史的文化的香 りに浸るこ

とこそ 「里ある き」の醍醐味 となろう。

「川ある き」 は,川 での伝統 的 な漁,筏 などの運搬があ る。 これ らの発掘 と復原 によ りそれ

らと人の関わ り方 を学ぶ。 また,川 を堰 き止めて水田用 の水 をひ くための堰,水 田を維持する

ための取水用の水車 も散見 で きる。個性的な屋根付 き橋 な ども架か り楽 しめる。ただ,河 川の

景観 を楽 しむため,川 の畔を歩いて楽 しむ路の整備が急がれる。

「山ある き」 は,そ の中心が小 田深 山であ る。国有林 を有 して ブナ林 な ども擁 している。そ

の中で も優れ た景観 を巡る トレッキ ングコースの創出,あ るいは車椅子 で も巡 ることので きる

バ リアフ リーの コース も検討す る時であ る。 また,巨 木 も多 く,そ の所在 と樹木物語 の地図を

もとに巡 る。 さ らに,地 元 に宿泊 したか らこそ出会える時刻 と場所 を特 定 したピンポイン ト的

な風景 の紹介 も積極的に行 う。現地に滞在するからこそ出会 える風景 は,非 日常的で旅 ならで

はの感動 も与えて くれ る。
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雨上が りの早朝,小 田深山渓谷を歩 く。宿泊 した人に しか味 わえない清洌 さ

4.滞 在型の模索

内子に何 を求めて来町するのであろ うか ・・。観光振興を担当 して以来ず っと考 えて きてい

ることである。伝統的な建物群 は確かに精緻 な技術の粋を集めて,美 しい。建物 を飾 る意匠は,

建物の美にこだわる声なき職人の魂の造形で もあろう。

また,石 畳の棚田や石畳 の宿周辺の農地 も美 しい。丹誠込めて耕 し,収 穫 を願 う人々の額 に

汗する作業の姿 を彷彿 とさせ,立 ちす くむ。

川に遊ぶ子 どもたちや 「堰」「屋根付 き橋」「水車」 の顕彰やその文化の伝承 に尽力 されてい

る人々の活動 もまた美 しい。

内子町内を周遊 して滞在す る,滞 在型を目指すのは,前 述 したその どれ も 「街」「里」「川」

「山」に触れて,歴 史的,文 化的香 りの中に身 を浸 して,心 身共に健康 になってもらいたいか

らである。

そのためには 「人」が必ず介在す る。人無 くしては,観 光交流はあ り得ない。訪れる人の家

族 として迎える 「内子人」の温 かさこそ魅力 といってほかな らない。「内子人」 は,あ まね く

歴史や文化 を学び,郷 土 に誇 りを持 ち,足 下の暮 らしを大切 に守 り継承 してい く。その心根 に

触れ ようとすることで,滞 在型の観光地が実現するのだろう。そのためには質の高い景観保護

の精神及び実践力 と説得 してい く忍耐強 さ,そ れぞれの文化 も受 け入れる寛容 さなどが求めら

れよう。

他者 と心から交流することによって,新 しい情報 とエ ネルギーは街,里,川,山 に満ちあふ

れてい くことを願っている。
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